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官民 ITS構想・ロードマップ２０１７（内閣官房 IT総合戦略室）について 

 

自動運転の状況について 
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中心市街地の雨水貯留施設による整備効果

この地図は三重県総合事務組合の承認を得て、同組合所管の 

「2011三重県共有デジタル地図を使用し、調整したものである。（承認番号：三総合地第99号）」 

P 

P 

諏訪公園調整池 

（平成2年～平成5年） 

納屋ポンプ場 

阿瀬知ポンプ場 

既整備能力　５０㎜/h

諏訪公園調整池により
75㎜/h対応となる区域

諏訪公園調整池により
浸水軽減効果が見込める区域

中央通り貯留管により
75㎜/h対応となる区域

阿瀬知雨水1号幹線により
浸水軽減効果が見込める区域

浜田通り貯留管（予定）により
75㎜/h対応となる区域

浜田通り貯留管（予定）により
浸水軽減効果が見込める区域
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調査日：平成28年11月18日（金） ＊ 赤帯の表示は今回の交通量調査結果である。一方、茶帯の表示はH27年度実施の中心市街地歩行者交通流動調査結果であり、9時～19時の10時間の計測結果である。

地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６

【自転車】交通量図（12時間計　7時～19時）

5
5 (参考)H27歩行者流量調査
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【中心市街地における自転車交通量図】 
 

【自転車の状況】 
近鉄四日市駅近辺の中央通りにおいては自転車動線が細く、駅
周辺において動線が太い。 
⇒駐輪場には中央通り以外からのニーズが多い 

自転車駐車場 
（95台） 

自転車駐車場 
（120 台） 

【駐輪場の状況】 

□北自転車駐車場 

駐輪可能台数：９８３台 

駐輪実績(H28)：５４５台/日（５５％） 

□南自転車駐車場 

駐輪可能台数：８８７台 

駐輪実績(H28)：４３１台/日（４９％） 

⇒乗り継ぎに係るニーズに対して余裕がある 
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顔・玄関口としての環境空間事例 緑を基調とした環境空間事例 

 ▼事例①：長崎駅前広場（長崎市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

▼事例②：大分駅前広場（大分市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼事例③：金沢駅前広場（金沢市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

▼事例④： 奈良駅前広場（奈良市） 

 
 

▼事例⑤： 姫路駅 芝生広場（姫路市） 

 
 
 

 

 
 

▼事例⑥：日向駅 交流広場（日向市） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼事例⑦：岩見沢駅（岩見沢市） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

▼事例⑧：新青森駅（青森市） 

 

歩行者広場としての環境空間事例 緑道・並木空間事例 

▼事例⑨：新潟駅前広場（新潟市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼事例⑩：自由が丘駅（目黒区） 

 

▼事例⑪： 定禅寺通り（仙台市） 

 

【道路幅員】：47ｍ、【道路延長】約700ｍ 

 

 

▼事例⑫：御堂筋通り（大阪市） 

 

 

 

▼事例⑬：北3 条広場（札幌市） 

 

 

 

【広場面積】：
約460㎡（大屋根下） 

【広場面積】：
約4,030㎡（西口全体） 

【広場面積】：約850㎡（大屋根下） 

【道路幅員】：約27ｍ、【道路延長】：約100ｍ【道路幅員】：44ｍ、【道路延長】：約4,000ｍ

（下）イベントの様子 

●側道を活用して、オー
プンテラス等を設置し、
交流空間・賑わい空間を
創出。イルミネーション等
も定期的に開催。 

●主要拠点を結ぶ区間
に賑わい・憩う空間を創
出することにより、中心
エリアの新たな回遊拠
点として機能 

●行基像の噴水を設置
し、駅前待ち合い空間を
創出 

【広場面積】：
約2,040㎡（芝生） 

●駅前にシンボルツリ
ーを設置し緑を基調と
した歩行者広場空間
を創出 

●シンボルツリーにサークルベン
チを設置し、駅前の待ち合い空間
を創出 

●駅前に芝生広場を
整備し、家族や子ども
が交流できる広場空
間を創出 

●交通広場に隣接し
た歩行者広場を活用
し、イベントを開催す
るなど賑わいを創出 

【広場面積】：約1,500㎡（大屋根下） 
【広場面積】：約3,000㎡（大屋根下） 

●並木空間を活用し
て、様々なイベントを
開催し、賑わい・憩い・
交流の場を創出 

（左）ＪＡＺＺフェスティバルの様子
  
（下）オープンカフェの様子 

●駅前にシンボリックな広場空間を創出 

【広場面積】：約1,350㎡（歩行広場面積） 

●快適で特徴的な待ち合い・もてなし空間を創出 ●大屋根やシェルターにより象徴的で快適な歩行者空間を創出

●駅前のオープンな歩行者広場を創出し、マルシェ等に活用 

●駅前に芝生広場を
確保し、子どもたちも
快適に遊べる広場空
間・憩いの空間を創出 

（左）ベンチ等のくつろぎ空間
  
（下）出店等が並び賑わい創出 

（左）側道を活用したオープンテラス 
  
（下）植栽のイルミネーション 

他市の環境空間・並木空間事例 

【広場面積】：約1,500㎡（全体） 
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平成 29年 8月 2日に鷹匠によるムクドリ対策を実施 

くすのき並木のムクドリ対策について 
 

平成 29年 7月 26日 

伊勢新聞 

平成 29年 8月 5日 

読売新聞 
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